
H30.2.20環境審議会資料 

1 

 

第３次鶴岡市地球温暖化対策実行計画策定趣旨について 

 

（１）策定趣旨 

本市では、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく計画として、平成２０

年６月に「鶴岡市地球温暖化対策実行計画（第１次）(H20-H24)」を、平成２５

年７月には「鶴岡市地球温暖化対策実行計画（第２次）(H25-H29)」を策定し、

計画に基づいた市施設の温暖化防止対策「事務事業編」を推進してきた。 

このような中、温暖化の進行や気候変動による環境問題の深刻化、東日本大震

災を契機とした安全・安心に対する市民意識の高まり等の社会動向の変化が見ら

れる。これらの状況に対応していくためには、国の温室効果ガスの排出削減目標

や、今後の社会動向等を捉えながら、市域全体における実効性のある温暖化対策

を総合的に推進する必要があることから、これまで運用してきた計画の期間終了

に伴う改定にあわせ、新たに「区域施策編」及び「気候変動の影響による適応策」

を盛り込んだ内容として、「第３次鶴岡市地球温暖化対策実行計画」を策定する

こととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地球温暖化対策実行計画の基本事項 

「地球温暖化対策の推進に関する法律(平成 10 年法律第 117 号)」に基づき、地

方公共団体は「地方公共団体実行計画」を策定するものとされている。 

地方公共団体実行計画は、大きく分けて２つの部分(「事務事業編」と「区域施

策編」)から構成される。 
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地球温暖化対策の推進に関する法律 【抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国及び地方公共団体の施策） 

第十九条 （略） 

２ 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、地球温暖化対策計画を勘案し、その 

区域の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出の抑制等のための総合的かつ 

計画的な施策を策定し、及び実施するように努めるものとする。 

 

（地方公共団体実行計画等） 

第二十一条 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、地球温暖化対策計画に即し 

て、当該都道府県及び市町村の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量の削減 

並びに吸収作用の保全及び強化のための措置に関する計画（以下「地方公共団体実行 

計画」という。）を策定するものとする。 

 


